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伯僕病のピタミン D・パロチン・拘機酸併用療法に関する研究
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第 1章緒 宅=ー日
イ匂偉病と唾液腺内分泌との関係の一端を知らんとし，前編に於L、て骨塩代謝商より検索し， 
V. D単独に比し V.Dにノミロチンを併用せる場合の方が， 骨塩沈着が促進せられ， 之に拘機
酸を併用する場合には最も効果的なる事を知り，其のm二用の合理性を認めた。 
V.Dの薬理作用に就ては種々議論されているが，腸管内 Ca，Pの吸収を促進せしむる事は，
既に放射性同位元素に依1り証明せられている O 然し乍ら V.Dが骨に直接作用するや否やの問
題は未だ解明せられず Greenberg(l)は Ca45を用いて V.Dを腹腔内に注入しても， 骨中 
Ca45 移行量を増加せしむる作用ある事を認め，腸管内 Ca吸収増強の外に骨への直接作用を
有するとした。之に対し Lindquistめは腸管への分泌と再吸収を考慮に入れていない事を指摘
し，骨に対する直接作用はなお疑問であると述べているO 
Waldo，Cohn，Greenbergく3)等はイ匂偉病鼠に p32を用いて V.Dを投与せる場合の骨中 p32
移行べ25~50% 増加する事を認めているO
斯くの如く化骨機転に重要な役割を演じ，且つ作用機序の異る V.Dとパロチンと拘椴酸と
を，イ匂イ婁病治療に併用する事は至当の如く考えられ， p32を tracerとし其の骨中移行量を動
的に検索し，其の併用効果を知らんとした。
第2章実験材制並がに実験方法 新鮮重量秤量後. p32量並びに p31量を定量し， 夫
体重40gの同腹白鼠を前編第2章に述べたと同方 の々 P32%dose，specific activityを求めた。換
法で飼育し，或は処置せる下記の 4群に分けた。即 算休霊は 50gとした。
ち拘偉病対照群 (R.と略)5匹，イ句偉病v.D投与 第3章実験成績並がに場按
群 (R.D) 5 lJ!:A. .f句偉病 V.D・バロチシ技与群 第1項骨端部 
(R.D~P) 4匹，拘偉病 V.D・バロチシ・拘機酸投 P32% dose，specific activity共に Rが最小
与群 (R.D.P.C)5匹とし， p32は各々  40仰を M/30 で，R.D，R.D.P のJII~に大となり， R.D.P.Cが最
第2燐酸ソ{ダ 1ccとし背部皮下性射し， 7日後一 大を示L，各君子に共に差が認められる。
斉に殺し，大腿骨をとり，更に骨端部骨幹部に分ち， 第2項骨幹部
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P32% dose，specific activity共に R が最小 織酸単独投与時に比し，更に増加する事を知り，其
で各群の関係は骨端部に於けると同一傾向を示すが の併用効果を認めた事等より，斯かるイヒ骨機転に重
各群の差は骨端部の其れに比して僅少である。 要な役割を演じ且つ全く作用機序の異った所の V.
第 3項考按 -Dバロチ y ・拘機酸の併用は，狗偉病治療に対し最
本成績に於いて V.D・パロチシ拘機酸併用投与 も効果的なるものと考えられ，其の併用の合理性を
に於いて各骨組織 p32移行量が最大を示した事は， 立証し得るものと考えられる。
次の知き理由に依ると考えられる。即ち:Waldo， また各群の対照群に対する骨:端部 P32%dose， 
Greenberg(3)等は拘偉病白鼠に p32を用いて V.D specific activityの増加が骨幹部の其れに比し，
投与時に骨中 p32 移行が 25~50% 増加する事を認、 比較的大なる値を示した事は，軟骨内化骨機転の旺
め，また佐々木{のはバロチユ/投与に依り骨中 p32移 盛になった事と解せられ，特に三者併用の場合の骨
行増加を認め，之は V.Dと異り腸管内燐吸収の増 端部 p32移行量が最大を示す事は，作用機序の異な
強無しに行われる事を認め，ノξロチンが骨に対して る三物質の協力作用の現われと解する事が出来，・一
方前編に述べた骨塩代謝成績とも一致し矛盾なし
実験的拘偉病の各群に於ける
更に之等併用の合理性を確証し得たものと考える。
骨中 p32移行量(7日後〉
第 4項小括
鼠番白号
日弁 EFL姉以Z 部 H円ヨヂ 幹 部群. 
dPo3e2s9/4g i1speciac dPo3s2eF/4g1lsapcteicvmitcyactivity 
1 7.02 27.79 8.61 17.21 
千病倭
ロ
チ 
対照群句 
2 6.48 28.35 5.98 13.48 
3 6.25 29.01 7.81 16.20 
4 7.13 28.41 6.72 14.11 
5 6.87 26.79 7.35 17.10 
平均| 6.75 I28.07 I 16.42 
1 8.20 33.94 8.78 16.78 
V. 2 8.62 34.48 11.14 20.68 
3 9.53 37.02 10.51 18.75 
D 4 8.19 29.80 9.85 16.41 
群 5 8.97 35.81 9.52 16.03 
17.73 
1 10.88 36.37 10.02 15.58 
V.パ 2 11:19 40.04 11.36 19.93 
3 9.72 37.12 11.45 20.50 
D':/ 4 10.36 39.31 9.87 15.03、圃-v-'
円 相 官 同 ぢ 〈  
自
同腹自鼠をイ句霞病軒、処置対照群 (R)，イ句偉病 V. 
D投与群 (R.D)，拘偉病 V.D・パロチン投与群 
(R. D. P)，拘偉病 V.D・ノミロチジ・拘機酸投与群 
(R. D. P. C)の4群に分ち， p32皮注後 7日に大腿
骨をとり，骨端部骨幹部に分け夫々の P32%dose， 
実験的イ句偉病白鼠の各群に於ける骨中 p32移
行量 (V.D・パロチン・拘機酸併用効果〉
骨端部 
40 
h
ω m H 3 8
却 
Mmm
。
 
~乞 R.D. R.D.P. R.D.P.C， 
骨幹部
l
詞  
手機 16.43 
D:y酸I4 I11.05 40.55 11.80 17.51 
38.94 10.63 15.63 
10叫 38.21也竺群 1 17.76 
17.49 
16.39V.ノ守匂
群詞ご?| 41.28 10.95 17.89 
直接作用を有する事を立証し，また著者(5)は拘燐酸
が腸管内に於いて有機燐の吸収を促進させ，更に拘
機酸とパロチンを併用すると骨中 p32移行量が，拘
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speci:fic activity求め次の如き成績を得た。 は骨端部に於ける夫れに比し僅少である。 
1)骨端部移行量:P32% does，speci:fic activity 3)各群の対照群に対する骨端部 P32%dose， 
共に Rが最小で、 R.D，R. D. PのJI日に大となり， speci:fic activityの増加が骨幹部の夫れに比し， 
R.D.P.Cが最大で各群に差が見られる。 比較的大なる値を示した。 
2)骨幹部移行量:P32% dose，specific activity 4)各群に於ける骨組織 p32移行量を図示すると
共に骨端部に於けると同一傾向を示すが，各群の差 図1の如くである。
第 4章総括並びに結論 
V.D不応性的偉病の治療に関する研究の基礎実験として，イ匂{婁病白鼠に於いて V.D.ノミロ
チン・杓槻酸併用の効果を，放射性燐を用いて其の骨中移行を動的に観察し，次の事を知った。 
1) イ匂倭病臼鼠を無処置対照群， V. D 投与群， V. D・パロチン併用投与群， V. D.パロチ
ン・拘椴酸併用投与群に分ち， 大腿骨骨端部，骨幹部の p32移行量を比較すると，共に P32% 
dose，specific activityは V.D・パロチン・拘悌酸併用投与に於いて最大を示し， V. D・
ノミロチン併用， V. D，無処置群の"闘に大であり各群の無処置群に対する p:l2μdose，並びに 
speci白cactivityの増加が骨幹部より骨端部に於て大で、あった事は， 軟骨内イ七骨機転の旺盛
になった為と解せせられ，腸管内に於いて Caの吸収を促す V.Dと，燐特に有機燐の吸収を
促す杓梯酸と，血中の Ca，Pの骨への移行を促すと息われるバロチンとの， 之等作用機序は
異るが化骨機転に重要な役割を演ずる所の之等三者を併用する事は，イ匂偉病治療に合理的と考
えられ，特に V.D不応性的倭病に試みるべき治療法と考えられる O
本研究は文部省科学研究費に依るものである。
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